
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019.1.20 

日本共産党境港市議団発行 

境境境境境５５   TEL44－0039 

杉

田

水

脈

衆

院

議

員

の

 

差

別

発

言

に

つ

い

て

 

 

安

田

共

子

市

議

 

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

（

少

数

者

）

の

人

た

ち

が

肩

身

の

狭

い

思

い

を

し

、

差

別

や

偏

見

の

た

め

自

分

を

肯

定

で

き

な

け

れ

ば

健

全

な

社

会

と

は

い

え

な

い

。

関

心

は

高

ま

り

つ

つ

あ

る

が

理

解

が

進

ん

で

い

る

と

は

言

い

難

い

。

 

杉

田

水

脈

衆

議

院

議

員

に

よ

る

「

Ｌ

Ｇ

Ｂ

Ｔ

は

子

ど

も

を

作

ら

な

い

、

生

産

性

が

な

い

」

と

の

雑

誌

へ

の

投

稿

に

つ

い

て

、

ど

う

考

え

る

か

。

 

 共

助

共

生

社

会

に

 

相

容

れ

な

い

発

言

 

 

中

村

勝

治

市

長

 

多

様

な

価

値

観

と

生

き

方

が

あ

る

中

で

、

人

権

、

多

様

性

が

尊

重

さ

れ

る

社

会

を

つ

く

っ

て

い

く

こ

と

は

当

然

の

こ

と

だ

。

杉

田

議

員

の

発

言

は

共

助

共

生

社

会

と

相

容

れ

ず

、

配

慮

に

欠

け

た

発

言

だ

。

 

松

本

敏

浩

教

育

長

 

学

校

で

の

い

じ

め

も

多

様

性

が

受

け

入

れ

ら

れ

な

い

中

で

発

生

し

て

い

る

。

杉

田

議

員

の

発

言

は

決

し

て

受

け

入

れ

ら

れ

な

い

。

 

安

田

市

議

 

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

の

人

が

暮

ら

し

や

す

い

環

境

づ

く

り

に

ど

の

よ

う

な

配

慮

や

施

策

が

と

ら

れ

て

い

る

か

。

学

校

や

職

場

で

の

対

応

方

法

が

わ

か

る

指

針

や

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

が

必

要

で

は

な

い

か

。

 

庁

内

で

相

談

で

き

る

体

制

も

整

備

を

。

 

伊

達

総

務

部

長

 

当

事

者

の

具

体

的

な

声

を

把

握

し

、

で

き

る

こ

と

か

ら

や

っ

て

い

き

た

い

。

相

談

窓

口

で

あ

る

人

権

政

策

室

を

周

知

し

、

職

員

一

人

一

人

が

自

分

ご

と

と

し

て

理

解

す

る

こ

と

が

大

事

だ

。

 

 パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

 

制

度

導

入

も

検

討

を

 

 

安

田

市

議

 

諸

外

国

で

は

同

性

カ

ッ

プ

ル

に

も

法

的

な

家

族

と

し

て

の

保

障

を

行

っ

て

い

る

。

国

内

で

も

自

治

体

で

同

性

カ

ッ

プ

ル

を

公

的

に

認

め

る

「

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

制

度

」

の

導

入

が

広

が

っ

て

い

る

。

本

この報告は政務活動費で 

発行しています 

 

安

田

共

子

、

長

尾

達

也

、

松

本

煕

３

市

議

が

議

員

提

案

し

た

「

全

国

知

事

会

の

『

米

軍

基

地

負

担

に

関

す

る

提

言

』

の

実

現

を

求

め

る

意

見

書

案

」

が

賛

成

多

数

で

可

決

さ

れ

、

政

府

に

提

出

さ

れ

ま

し

た

。

 

自

民

ク

ラ

ブ

、

公

明

党

の

議

員

が

可

決

に

反

対

し

ま

し

た

。

意

見

項

目

の

概

要

を

掲

載

し

ま

す

。

 

 

１

 

米

軍

機

に

よ

る

低

空

飛

行

訓

練

等

は

騒

音

測

定

な

ど

必

要

な

調

査

を

行

い

、

訓

練

に

つ

い

て

速

や

か

な

事

前

情

報

提

供

を

必

ず

行

い

、

地

域

住

民

の

不

安

を

払

拭

し

た

上

で

行

う

こ

と

。

 

 

２

 

日

米

地

位

協

定

を

抜

本

的

に

見

直

し

、

航

空

法

や

環

境

法

令

な

ど

の

国

内

法

を

原

則

と

し

て

米

軍

に

も

適

用

さ

せ

る

こ

と

、

事

件

・

事

故

時

の

自

治

体

職

員

の

迅

速

か

つ

円

滑

な

立

入

り

の

保

障

な

ど

を

明

記

す

る

こ

と

。

 

 

３

 

米

軍

人

等

に

よ

る

事

件

・

事

故

に

対

し

、

具

体

的

か

つ

実

効

的

な

防

止

策

を

提

示

し

、

継

続

的

に

取

組

を

進

め

る

こ

と

。

 

４

 

施

設

ご

と

に

必

要

性

や

使

用

状

況

等

を

点

検

し

た

上

で

、

基

地

の

整

理

・

縮

小

・

返

還

を

積

極

的

に

促

進

す

る

こ

と

。

 

 

 

長

尾

達

也

市

議

 

全

国

知

事

会

は

７

月

「

米

軍

基

地

負

担

に

関

す

る

提

言

」

を

全

会

一

致

採

択

し

、

日

米

地

位

協

定

の

改

定

を

政

府

に

要

請

し

た

。

米

軍

の

国

内

法

を

無

視

し

た

低

空

飛

行

訓

練

は

鳥

取

県

で

も

行

わ

れ

県

民

の

生

活

を

脅

か

し

て

い

る

。

全

国

知

事

会

と

と

も

に

地

位

協

定

の

一

日

も

早

い

改

定

実

現

に

尽

力

を

求

め

た

い

。

 

 

全

国

知

事

会

も

 

見

直

し

を

要

望

 

 

中

村

勝

治

市

長

 

全

国

知

事

会

は

７

月

２

７

日

「

提

言

」

を

決

議

し

、

関

係

機

関

に

要

請

。

全

国

市

長

会

も

平

成

１

６

年

に

地

位

協

定

の

見

直

し

日米地位協定の見直しを政府に求める意見書----市議会が採択 

市

で

も

導

入

の

検

討

を

。

 

中

村

市

長

 

導

入

自

治

体

も

少

な

い

状

況

に

あ

る

こ

と

か

ら

、

課

題

や

問

題

点

な

ど

十

分

に

調

査

研

究

し

、

慎

重

に

検

討

し

て

い

き

た

い

。

 

安

田

市

議

 

来

年

度

か

ら

導

入

予

定

の

千

葉

市

の

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

制

度

は

、

異

性

愛

の

方

の

事

実

婚

の

証

明

も

で

き

る

。

制

度

を

整

え

る

こ

と

が

、

社

会

的

な

理

解

を

進

め

る

。

前

向

き

に

検

討

を

。

 

 

を

要

望

し

て

い

る

と

こ

ろ

。

 

 



 
長

尾

達

也

市

議

 

島

根

原

発

２

・

３

号

機

申

請

書

類

不

備

問

題

な

ど

議

会

や

市

民

に

説

明

が

な

い

(

*

 

下

記

記

事

参

照

)

。

中

電

の

姿

勢

を

ど

う

思

う

か

。

 

知

事

は

「

２

号

機

・

３

号

機

の

可

否

判

断

が

求

め

ら

れ

る

際

、

協

定

改

定

を

避

け

て

通

れ

な

い

」

と

述

べ

て

い

る

が

、

市

長

も

同

じ

思

い

か

。

 

 納

得

納

得

納

得

納

得

い

く

い

く

い

く

い

く

回

答

回

答

回

答

回

答

が
がが
が

 
  
 

な

け

れ

ば

な

け

れ

ば

な

け

れ

ば

な

け

れ

ば

、
、、
、

 
  
 

最

終

意

見

最

終

意

見

最

終

意

見

最

終

意

見

は
はは
は

難
難難
難

し

い

し

い

し

い

し

い

 
  
 

 中

村

勝

治

市

長

 

申

請

書

類

の

不

備

に

つ

い

て

、

中

電

に

は

「

遺

憾

の

意

」

を

表

明

し

説

明

責

任

を

果

た

す

よ

う

求

め

た

。

 

立

地

自

治

体

と

文

言

上

も

同

様

の

安

全

協

定

へ

の

改

定

を

重

ね

て

強

く

申

し

入

れ

て

い

る

。

中

電

か

ら

納

得

い

く

回

答

が

な

け

れ

ば

、

最

終

意

見

を

申

し

述

べ

る

こ

と

は

難

し

い

。

 

長

尾

達

也

市

議

 

住

宅

の

耐

震

化

、

危

険

ブ

ロ

ッ

ク

塀

の

点

検

・

撤

去

、

自

主

防

災

組

織

づ

く

り

な

ど

が

遅

れ

て

い

る

。

震

度

６

強

の

大

震

災

に

備

え

、

「

人

的

被

害

を

出

さ

な

い

」

「

被

害

を

最

小

限

に

と

ど

め

る

」

た

め

の

今

後

の

取

り

組

み

は

ど

う

か

。

 

「

自

助

」

「

共

助

」

「

公

助

」

が

し

っ

か

り

役

割

を

果

た

す

こ

と

、

講

演

会

・

学

習

会

を

繰

り

毎週 水曜日 午前１０時～１２時 

会場 日本共産党境港市委員会 

湊町 55 ☎44-0039 

商工会議所 

境港市役所 

合銀境港支店 

今井書店 

党事務所
党事務所党事務所
党事務所 

  
 

日

日

本

本

共

共

産

産

党

党

境

境

港

港

市

市

議

議

団

団

 

 

返

し

行

う

こ

と

が

重

要

と

考

え

る

が

ど

う

か

。

 

中

村

勝

治

市

長

 

補

助

制

度

の

拡

充

後

２

年

間

で

耐

震

診

断

が

９

６

件

、

耐

震

設

計

１

９

件

、

住

宅

の

耐

震

改

修

９

件

な

ど

申

請

件

数

が

大

幅

に

増

加

し

て

い

る

。

さ

ら

に

制

度

の

周

知

に

努

め

、

防

災

訓

練

や

研

修

、

啓

発

、

講

演

会

・

学

習

会

の

開

催

を

検

討

し

た

い

。

 

議

員

の

期

末

手

当

 

引

き

上

げ

に

反

対

 

 共

産

党

市

議

団

は

、

議

員

の

期

末

手

当

引

上

げ

を

含

む

予

算

案

な

ど

に

反

対

し

ま

し

た

。

 

一

般

市

職

員

の

給

与

、

期

末

手

当

な

ど

の

引

き

上

げ

に

反

対

す

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

２

年

連

続

の

引

き

上

げ

と

な

る

議

員

の

期

末

手

当

に

つ

い

て

は

、

多

く

の

市

民

や

中

小

業

者

が

低

賃

金

、

低

収

入

に

あ

る

な

か

、

す

べ

き

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

 

境港市議会は、2014年に施行した『境港市

議会基本条例』にそって、陳情者が希望し意見

陳述をおこなう場合の手続きを決めました。 

意見陳述を希望される場合は、意見陳述申出

書に必要事項を記載し、陳情の提出と合わせ、

定例会の開会日前日午後５時までに、市議会事

務局に提出してください。審議する委員会にお

いて実施か否かを決定し、意見陳述の可否が決

定され次第、当該陳情の代表者に連絡します。 

陳情者の意見陳述手続きを定めました 

ご活用ください 

（

＊

）

そ

の

後

、

市

議

会

の

求

め

に

よ

り

１

２

月

２

１

日

、

中

国

電

力

に

よ

る

議

員

説

明

会

が

お

こ

な

わ

れ

ま

し

た

。

 

 

中

国

電

力

の

説

明

会

で

 

議

員

か

ら

意

見

相

次

ぐ

 

 中

国

電

力

に

よ

る

説

明

は

、

「

島

根

原

発

３

号

機

の

審

査

申

請

で

、

原

子

炉

設

置

場

所

の

地

盤

、

地

震

、

津

波

な

ど

の

状

況

が

す

べ

て

確

定

し

て

い

る

状

況

で

は

な

い

た

め

、

２

号

機

の

審

査

状

況

を

ふ

ま

え

た

う

え

で

説

明

す

る

つ

も

り

だ

っ

た

が

、

審

査

会

合

で

『

そ

れ

で

は

審

査

が

で

き

な

い

』

と

指

摘

さ

れ

た

。

今

後

、

２

号

機

の

審

査

で

確

定

し

た

内

容

を

も

と

に

補

正

申

請

を

行

う

」

と

い

う

も

の

で

し

た

。

 

 

議

員

か

ら

は

「

２

号

機

の

審

査

終

了

後

申

請

す

べ

き

」

、

「

き

わ

め

て

奇

妙

な

申

請

だ

と

の

指

摘

も

あ

る

」

、

「

市

民

へ

の

説

明

責

任

を

果

た

す

べ

き

」

な

ど

意

見

が

相

次

ぎ

ま

し

た

。

 

市議会は「待機児童解消、保育士等の処遇改

善、保育の無償化のための必要な措置を政府に

求める陳情」（鳥取の保育を考える会提出）を、

全会一致で採択しました。 

 

保育士の処遇改善など 

国に要望する陳情を全会一致で採択 

 

陳情は、鳥取県内での年度途中における待機

児童の発生、慢性的な保育士不足などが深刻化

しており、「配置基準の改善」による保育士の

増員、処遇改善による「保育の質」の確保、保

育の無償化を含めた総合的な対策を進めるよ

う国に意見書を提出することを求めるもので

す。 

安田共子市議は「条件が改善されれば復職し

たいという潜在保育士の存在も明らかであり、

国に対して必要な措置を求めるのが妥当だ」と

発言しました。 

暮らしの願い、市政へのご要望などお寄せください。 

 

    市議会議員 安田共子
安田共子安田共子
安田共子 新屋町 817 090-6849-4896 

市議会議員 長
長長
長尾達也
尾達也尾達也
尾達也 福定町 301 090-8366-4222 


